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　2026年７月30日に公表しました2027年３月期第２四半期（中間期）の連結業績予想と本日公表の実
績値との差異について下記の通りお知らせいたします。

　また、最近の業績動向を踏まえ、2026年7月30日に公表した2027年３月期通期連結業績予想につき、

下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

　2027年３月期 第２四半期（中間期）連結業績予想と実績との差異（2026年４月1日～2026年９月30日)

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親 会 社 株 主
に 帰 属 す る
中 間 純 利 益

1 株 当 た り
中 間 純 利 益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 45,000 △ 1,200 △1,400 △1,200 △40.11

実 績 （ Ｂ ） 40,951 △ 1,236 △2,758 △2,965 △99.12

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △ 4,049 △ 36 △ 1,358 △ 1,765 ―

増 減 率 （ ％ ) △9.0 ― ― ― ―
（ご参考）前期第２四半期実績
（2026年3月期第２四半期） 48,641 △170 △1,324 △1,550 △51.81

　2027年３月期 通期連結業績予想数値の修正（2026年４月1日～2027年３月31日)

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親 会 社 株 主
に 帰 属 す る
当 期 純 利 益

1 株 当 た り
当 期 純 利 益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 100,000 1,000 1,000 300 10.03

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ） 91,000 100 △1,100 △2,000 △66.85

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △ 9,000 △ 900 △ 2,100 △ 2,300 ―

増 減 率 （ ％ ) △9.0 △90.0 ― ― ―
（ご参考）前期実績
（2026年3月期） 95,096 △259 33 △20,936 △699.78

第２四半期（中間期）連結業績予想との差異
　第２四半期（中間期）につきましては、2026年７月に発生した令和８年熊本地震により、熊本県宇
土市にある当社西日本熊本工場及び当社子会社である西鋼物流株式会社が被災し、特別損失として災
害による損失を計上いたしました。また、為替相場の変動に伴い営業外費用として為替差損を計上し
たことにより、前回公表予想を下回る結果となりました。

業績予想修正の理由
　通期の業績見通しにつきましては、上記の第２四半期（中間期）における差異要因に加え、当下期
においても令和８年熊本地震による生産及び出荷等への影響が残る見込みであり、在庫評価差の変動
も見込まれ、前回公表予想を下回る見通しとなりました。
　詳細につきましては、本日発表の「2027年３月期第２四半期（中間期）決算短信」添付資料１．経
営成績等の概況（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明を併せてご参照下さい。

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合
理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可

　能性があります。
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記
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